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１ 日 時 令和元年 10月 28日（月） ５校時 
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算数 第２学年 神石高原町立三和小学校 指導者 松尾 彩希 岡田 益尚 

単
元
名 

おだんごやさんをひらこう！！ 

 （かけ算（１）） 

「本質を志向する価値観」 

「思考力・判断力・表現力」 
 

本単元で育成する資質・能力 

 

（１）実態把握を学習過程の工夫と学習環境の工夫
に生かす 

レディネステストの結果から，袋にあめが何個ず
つ入っているかイラストから数えて求める問題で
は 88％の正答率であった。またケーキを２個ずつ丸
で囲って組にする問題も 88％の正答率であった。
「何こずつの何こ分」であるかということを捉える
素地が身に付いている児童がほとんどであること
が分かった。 
２つとびや５つとびで数を並べる問題では，82％

の正答率であった。「２，４，６，８，10」までは
できても 10より大きくなると２つとびで考えるこ
とが難しい。「５，10，15…」では時計の「分」を
考えるときに使っているのでスムーズに言える児
童が多い。しかし 18％の児童は，時計を読むことに
つまずいているため，５とびの数を考えることが難
しい。 
○対象児童のつまずきとその分析 
①「何こずつが何こ分」あるのかを聞かれている問
題ができていない。 

・問題文を読むことに抵抗があり，挿絵から予想し
て問題を解こうとするところがある。問題文を読
んであげると立式や計算をすることができる。 

②２つとびの数を並べることはできるが，５つとび
の数を並べることができない。 

・時計をよむときは，「５，10，15…」ということ
はできるが，「５，10，□，20…」となっている
と，□に数字を入れることができず，数の並びの
規則性が理解できていない。 

学習指導要領 第２学年Ａ数と計算（３）乗法 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

（ア）乗法の意味について理解し，それが用いられる場合について知ること。 

（イ）乗法が用いられる場面を式に表したり，式を読み取ったりすること。 

（ウ）乗法に関して成り立つ簡単な性質について理解すること。 

（エ）乗法九九について知り，１位数と１位数との乗法の計算が確実にできること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

（ア）数量の関係に着目し，計算の意味や計算の仕方を考えたり計算に関して成り立つ性

質を見いだしたりするとともに，その性質を活用して，計算を工夫したり計算の確

かめをしたりすること。 

（イ）数量の関係に着目し，計算を日常生活に生かすこと。 

学習指導要領第２学年 １ 目標 

学びに向かう力，人間性等 

数量や図形に進んで関わり，数学的に表現・処理したことを振り返り，数理的な処理の

よさに気付き生活や学習に活用しようとする態度を養う。  
 

この単元の本質的な問いは，

「どんなときにかけ算が使える

のか。」である。本単元は，かけ

算の意味を理解し，５，２，３，

４の段のかけ算を構成し，九九

を唱えたり，それを適用したり

できる力を育てることをねらい

としている。また，「何こずつの

いくつ分だから○×△になる」

と立式の理由を図や言葉を使っ

て説明する力を育てることもね

らいとする。 

４ 児童観・指導観 

３ 単元観                          

（２）学習過程の工夫 
・かけ算を使って問題を考えるときは，常に「何こずつのいく
つ分」であるかを必ず確認する。 

・九九を覚えることにつまずく児童が多いと考えるため，何度
も唱える時間をつくる。また，ただ唱えるだけではなくて，
楽しく覚えるために「九九の歌」を活用して覚えていく。 

・子どもたちの学習意欲の向上につながるように，身近なもの
を使って問題文を提示するようにする。 

 
○対象児童のつまずきに対する手立て 
・イラストに何こずつのまとまりにできるか丸で囲んで「何こ
ずつ」あるのかをまず確認する。その後，何こ分あるかを数
えさせる。このことを何度も繰り返し，何こずつのいくつ分
かが理解できるようにする。 

・２とびや５とびが言えるようになるために「100 までの数」
の表を用意して言えるように定期的に唱える。 

（３）学習環境の工夫 

・ワークスペースで遊びながら，かけ算に触れることができるよう

に，かけ算の「デジタルはやおぼえ表」やかけ算の「積み木」を

置いておく。休憩時間を使って子どもたちが自由に使えるように

する。 

○対象児童のつまずきに対する手立て 
・できないことになると，意欲が下がるため，覚えることから逃げよ
うとすることがある。そのため，かけ算のスタンプラリーや答えが
「〇の段」になるところは色をぬる「ぬりえ」を用意することで楽
しく九九を覚えられるようにする。 
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次 学習活動 児童の思考の流れ 

観点 評価 

知 思 学 
◇評価規準 

★資質・能力（評価方法） 

１ 課題設定（2） 

・パフォーマンス課題を提

示する。 

【学習課題の設定】 

 

・具体的な操作を通して，

基準量の「いくつ分」と

いう見方について理解

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・かけ算ってどうやるのだろう。 

・九九が覚えられるかなぁ。 

 

   

◎ 

 

 

 

 

 

○ 

本質を志向する価値観 

◇★かけ算を学習する必要性を感

じている。 

（発言・行動観察） 

 

 

 

◇数図ブロックを使って，進んで

数を数えようとしている。 

（行動観察） 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報収集・整理分析（1） 

・かけ算の意味と式のよみ

方，かき方を理解する。 

 

・４人ずつが３台あるんだね。 

・ブロックで４ずつの３こ分つくれば

分かるね。 

・数えると１２人になった。 

・どうやって式にするのだろう。 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇かけ算の意味とかけ算の式につ

いて理解している。 

（発言・ノート） 

情報収集・整理分析（１） 

・かけ算の式と答えの求め

方を理解する。 

・５cmが４こ分だね。 

・式は「５×４」になるのかなぁ。「

４×５」になるのかなぁ。 

・「５×４」は「５＋５＋５＋５」だ

から答えは，２０だね。 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 ◇かけ算の用いられている場面の

式をかき，その答えを累加で求

めることができている。 

（発言・ノート） 

 

情報収集・整理分析（１） 

・「倍」の意味と「倍」と

いう見方，１倍について

理解する。 

・「倍」ってなんだろう。 

・２つ分を２倍って言うんだぁ。 

・１つ分だったら１倍って言うんだ。 

◎ 

 

 

 

 

 

 ◇倍の意味を知り，かけ算が用い

られる場面について理解を深め

ている。 

（発言・ノート） 

３ 

 

情報収集・整理分析（3） 

・５の段の九九を構成し，か

け算の九九について知る。 

 

・５の段は５ずつ増えているね。 

・時計みたいだね。 

・５の段はどうやって唱えるのだろう。 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

思考力・判断力・表現力 

◇★乗数が１ずつ増えると答えが

５ずつ増えることを使って，５

の段の構成をすることができて

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等 

・記号「×」や用語「かけ算」「～ば

い」の意味，単位とする大きさのい

くつ分かを求めるときにかけ算を

用いればよいことが分かっている。 

・かけ算の式に表したり，九九を唱え

たり，それを適用して問題を解くこ

とができている。 

【資】思考力・判断力・表現力 

・かける数が１増えると積はかけられる数だけ増え

ることを使って，九九を構成することができてい

る。 

 

 

【資】本質を志向する価値観 

・かけ算に関心をもち，身のまわりからか

け算で表せる数量の場面を進んでみつ

けようとしている。 

６ 単元計画（21時間） 

５ 単元で育てたい資質・能力及び本単元の目標と評価規準 

おだんごやさんに 行きました。 
まさおさんは，１本に３こずつささった

だんごを９本かいました。 
しずかさんは，１本に４こずつささった

だんごを７本かいました。 
かおりさんは，１本に５こずつささった

だんごを６本かいました。 
さて，いちばん おおく だんごを食べ

た くいしんぼうな人はだれでしょう。 
なぜその人が くいしんぼうなのか せ

つめいをしましょう。 
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・５の段の九九の唱え方を

知り，カードを作成する。  

 

 

・５の段の九九の適用題を

解いて，九九の練習をす

る。 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

いる。 

（発言・ノート） 

◇５の段の九九の唱え方を知り，

九九のカードを作成することが

できている。 

（ノート） 

◇５の段の九九を用いて適用題を

解くことができている。 

（ノート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報収集・整理分析（2） 

・２の段の九九を構成し，

唱え方を知る。 

 

 

 

・２の段の九九の適用題を

解いて，九九の練習をす

る。 

 

・２の段は５の段みたいに，２つずつ増え

ると思う。 

・２の段の九九もつくることができそう。 

・ブロックを使うとできそうだな。 

・２の段を唱えて覚えよう。 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

思考力・判断力・表現力 

◇★乗数が１ずつ増えると答えが

２ずつ増えることを使って２の

段の九九を構成することができ

る。 

（発言・ノート） 

◇２の段の九九を唱えることがで

きている。 

（行動観察） 

◇２の段の九九を用いて適用題を

解くことができている。 

（ノート） 

情報収集・整理分析（2） 

・３の段の九九を構成し，

唱え方を知る。 

 

 

 

・３の段の九九の適用題を

解いて，九九の練習をす

る。 

・３の段も今までと一緒だと思う。 

・３つずつの何個分かを考えればできそう。 

・ブロックを使って説明できそう。 

・図を書くと分かりやすいかなあ。 

 

 

 

 

 

 

○ 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

思考力・判断力・表現力 

◇★乗数が１ずつ増えると答えが

３ずつ増えることを使って２の

段の九九を構成することができ

る。 

（発言・ノート） 

◇３の段の九九を唱えることが
できている。 

（行動観察） 

◇３の段の九九を用いて適用題
を解くことができている。 

（ノート） 

情報収集・整理分析（2） 

・４の段の九九を構成し，

唱え方を知る。 

 

 

 

・４の段の九九の適用題を

解いて，九九の練習をす

る 

・図にかくとわかりやすい。 

・４ずつが何個あるかを考えればよい

ね。 

・ブロックを使って数えると答えは分

かるね。 

・４の段は，答えが４ずつ増えていく

ね。 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

◎  

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

思考力・判断力・表現力 

◇★乗数が１ずつ増えると答えが

４ずつ増えることを使って２の

段の九九を構成することができ

る。 

（発言・ノート） 

◇４の段の九九を唱えることがで

きている。 

（行動観察） 

◇４の段の九九を用いて適用題を

解くことができている。 

（ノート） 

情報収集・整理分析（2） 

・２，３，４，５の段の九

九を使って，基準量が後

に示された適用題を解

く。（本時） 

・問題をよく読まないといけないね。 

・何個ずつが何個あるかを考えれば計算で

きるね。 

・図にかくと，間違えないね。 
 

◎ 

 

 思考力・判断力・表現力 

◇基準量が後に示された適用題
を解くことができている。 

（発言・ノート） 
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情報収集・整理分析（3） 

・かけ算の問題づくりを通

して，かけ算が適用され

る場面についての興味や

理解を深める。 

・練習問題をする。 

・どうやって問題をつくればよいだろう。 

・絵を見て作ればいいね。 

・自分でも問題をつくってみんなに出して

みよう。 

 

 

◎ 
 

 

 

 

 

○ 

思考力・判断力・表現力 

◇★かけ算の問題を正しくつくる

ことができている。 

（ノート） 

 

◇進んでかけ算の問題づくりをし

ようとしている。 

（行動観察） 

 

パフォーマンス課題 

まとめ・創造・表現（１） 

・パフォーマンス課題の問

題を解く。 

・評価テストに取り組む。 

 

 

 

 

 

児童の思考の流れは，８パフォーマンス課

題の評価基準に示す。 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

◎ 

 

 

 

◎ 

 思考力・判断力・表現力 

◇★チョコレートの数をかけ算を

使って求め，その求め方を説明

している。 

（パフォーマンス課題） 

◇かけ算を活用して問題を解いて

いる。（テスト） 

５ 実行・振り返り（１） 

・白玉だんごをつくって，だんごやさんになろう。（生活科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
おだんごやさんに 行きました。 
まさおさんは，１本に３こずつささっただんごを９本かいました。 
しずかさんは，１本に４こずつささっただんごを７本かいました。 
かおりさんは，１本に５こずつささっただんごを６本かいました。 
さて，いちばん おおく だんごを食べた人はだれでしょう。 
なぜその人なのか せつめいをしましょう。 
また，自分でもんだいをつくり，友だちにといてもらおう。 

７ パフォーマンス課題 
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 I C E 

評
価
基
準 

 ３つ式と図を書いて計算して答えを

求めている。 

Iに加えて，言葉で表して説明してい

る。 

Cに加えて，自分で問題を作って

いる。 

 

反 

応 

例 

３×９＝27 

    答え 27こ 

〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇 

〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇 

〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇 

 

４×７＝28 

    答え 28こ 

〇〇〇〇 〇〇〇〇 〇〇〇〇 

〇〇〇〇 〇〇〇〇 〇〇〇〇 

〇〇〇〇  

 

５×６＝30 

    答え 30こ 

   〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇 

〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇 

〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇 

 

かおりさんが，いちばん おおく食べ

た。 

３×９＝27 

    答え 27こ 

〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇 

〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇 

〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇 

まさおさんは，３こずつが９こなの

で３×９で２７こです。 

 

４×７＝28 

    答え 28こ 

〇〇〇〇 〇〇〇〇 〇〇〇〇 

〇〇〇〇 〇〇〇〇 〇〇〇〇 

〇〇〇〇  

 しずかさんは，４こずつが７こある

ので，４×７で２８こです。 

 

５×６＝30 

    答え 30こ 

   〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇 

〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇 

〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇 

 かおりさんは，５こずつが６こある

ので，５×６で３０こです。 

 だから，かおりさんが いちばん 

くいしんぼうです。 

 

おかしやさんに，クッキーが売

ってあります。 

さくらさんは，１ふくろに４つ

ずつ入っているクッキーを４つ買

いました。 

もみじさんは，１ふくろに３つ

ずつ入ったクッキーを５つ買いま

した。 

あおばさんは，１ふくろに２つ

ずつ入っているクッキーを７つ買

いました。 

いちばん多くクッキーを買った

のはだれでしょう。 

８ パフォーマンスの評価基準（ICEルーブリック） 
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（１）目標 

   ２，３，４，５の段の九九を使って基準量が後に示された適用題を解くことができ，図を使って説明を書くこと
ができる。 

（２）準備物 

児童用問題文，図，掲示用図 

（３）展開 

学習 

活動 
主な発問と児童の反応予想 

指導上の留意点 
☆対象となる児童への支援 

評価基準 
（評価方法） 

１ 

つかむ 

⑩ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

さぐる 

⑤ 

 

 

 

３ 

ねりあう 
⑮ 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

 

 

Ｔ：今日の問題です。 
 
 
 
 
 
 
 
Ｔ：分かっていること，聞かれていること，単位

に印をつけましょう。 
Ｃ：分かっていることは，「おかしのはこが４つあ

ります。１つのはこには，おかしが５こずつ 
はいっています。」 だと思います。 

Ｔ：聞かれていることは何ですか。 
Ｃ：「みんなで何こになりますか。」だと思います。 
Ｔ：単位は何ですか。 
Ｃ：「何この“こ”」です。 
 
Ｔ：今日の課題を考えましょう。 
 
 
 
 
Ｔ：図，言葉，ブロックを使って説明しましょう。 
   
Ｔ：考えを説明しましょう。 
 
 
 
Ｃ：５こずつが４こ分だから，「５×４」になりま

す。 
Ｃ：ブロックを使うと５こずつのかたまりが，４

こできるので「５×４」になります。 
 
Ｔ：式はどうなりますか。 
Ｃ：４×５だと思います。 
Ｃ：５×４だと思います。 
Ｔ：式はどっちでもいいのかな。 

 
Ｃ：図にすると， 
 
 
 

 

○「わかっていること」「聞かれている
こと」「単位」に印をつけさせる。 

             

○印をつけたら，式を立て答えを求め
させる。 

 

☆「わかっていること」「聞かれている
こと」「単位」に印をつけることはで
きるため，意図的指名をする。 

 

○分かっていることが２つあるので，
１つずつ確認することによって問題
をとらえられるようにする。 

☆分かっていることを１つずつ，挿絵
を出しながら確認することで，問題
文を捉えやすくする。 

 

 

 

 

 

 

○自力解決の時間を確保し，机間指導
を行う。 

☆図，言葉，ブロックの中でどの方法
で説明するか選ばせる。選んだもの
を使って，文章問題に立ち返りなが
ら考えさせる。 

○考えを説明させることで，何のいく
つ分なのかを考えて式を立てること
を確認する。【共有化】 

○「４×５」が出ないときは，Ｔ２が
提示し，揺さぶりをかける。【焦点化】 

 

☆対象児の様子を見取り，意図的指名
で説明できるところまで言わせる。 

○分かっていることを図にすると，何
のいくつ分であるかが見て分かりや
すくなることに気づかせる。 

【視覚化】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 おかしの数がみんなで何こになるか求める

にはどうすればよいだろう。 

９ 本時の展開 

おかしの はこが ４つ あります。 

１つの はこには，おかしが ５こずつ 
はいっています。 

みんなで 何こに なりますか。 



－12－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

まとめる 

③ 

 

 

 

５ 

れんしゅう 

⑩ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

ふりかえる

② 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こうなりますね。だから，５こずつのまとまり

が４こできるので「５×４」になります。 
 
Ｔ：今日のまとめをしましょう。 
 
 
 
 
 
Ｔ：練習問題をしましょう。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
Ｔ：振り返りを書きましょう。 
Ｃ：何の何こ分かをよく考えて式を立てることが

わかりました。 
Ｃ：かけられる数とかける数に気をつけて式を立

てることがわかりました。 
Ｃ：自分で説明ができるようになってうれしかっ

た。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆問題文の１文ずつを確認しながら，
図にしていくことを一緒にすること
で次の問題で自分の力でかけるよう
にする。 

 

 

 

 

 

 

〇練習問題の２問目は，早くできた児
童に取り組ませる。１問目を確実に
できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

○本時の学習で学んだことや新たに気
付いたことを書かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思考力・判断力・表現力 

Ａ：基準量が後に示
された適用題を
解くことがで
き，図や言葉を
使って説明を書
くことができて
いる。 
（ノート） 

 
Ｂ：基準量が後に示

された適用題を
解くことがで
き，図を使って
説明を書くこと
ができている。 
（ノート） 

 

 

図にして，５こずつの４つ分だから 

５×４で20と考えればよい。 

テープを ４本 つなぎます。 

テープ １本の 長さは ３㎝です。 

ぜんぶで 何㎝に なりますか。 

式と答えをかきましょう。またその式にな

るわけを説明しましょう。 

 

○

○

〇

〇

〇 

○

○

〇

〇

〇 

○

○

〇

〇

〇 

○

○

〇

〇

〇 

あめを ３こ 買います。 

１こ ５円の あめを 買うと， 

何円に なりますか。 

式と答えをかきましょう。またその式にな

るわけを説明しましょう。 


